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2015年度　永年勤続表彰者紹介 T O P I C S
T O P I C S

成長を続ける会社に入社した私達
1990年入社

2015年度 永年勤続表彰者

表彰された皆さんは、1990（平成2）年4月、ハウス食品に入
社し新たな仲間として加わりました。総勢313名、生産部門が
245名、業務（研究）部門が68名の構成でした。その年海外で
は、米ソが化学兵器の生産停止と廃棄の協定を締結、国内では
軽自動車の排気量規格が600ccに拡大され、大学入試センター
試験が初めて導入されました。電子手帳の登場やスーパーファ
ミコンが注目されるなど、生活にコンピュータが必須となる時
代の到来を予感させる年でした。また、秋篠宮家の創設や今上
天皇の即位の礼が行われるなど明るい出来事も多い年でした。

ハウス食品では、当時社長の大塚さんが、1990年の3つ
のキーワード、「Think」「Cost」「Timing」を発表、ｈマークの
社章が青からいぶし銀に変更されました。また、ハウス食品
は話題性のあるテレビCMを提供、新製品開発力に優れ、成
長している食品企業のイメージを持たれており、スナックの
「オー・ザック」、「香りスパイス」シリーズが発売されたのも
この年です。社会の価値観や消費行動が大きく変化する90
年代の幕開けの年に入社され、永年勤続者表彰式に出席され
た皆さんをご紹介します。

小倉かな さん ハウス食品分析テクノサービス
山崎雅子 さん H開発研究所開発一部
中村ひとみ さん H福岡支店
柳屋味香 さん H大阪支店
松本洋子 さん H大阪支店
中村訓子 さん G秘書部
丸山圭子 さん G広報・IR部
工東さんハウス食品代表取締役社長 
浦上さんハウス食品グループ本社代表取締役社長
橋詰和恵 さん H福岡工場
芳賀啓子 さん H福岡工場
高笠有里 さん H静岡工場
橋爪康子 さん H静岡工場
木下美香 さん H福岡工場
吉野輝美 さん H福岡工場
松田美穂 さん H奈良工場

井浪友加里 さん H静岡工場
庄司真由子 さん H静岡工場
板垣　仁 さん H関東工場
池田邦昭 さん ハウス物流サービス
加藤有樹 さん H静岡工場
籠本美穂 さん G総務部
荒木隆弘 さん H品質保証部
遠藤裕一 さん H奈良工場
阿部修一 さん H関東工場
浅野　靖 さん H静岡工場
尾上正知 さん H奈良工場
西川祐二 さん H奈良工場
後藤健一 さん H奈良工場
江花智子 さん H品質保証部
岩下順子 さん H奈良工場
安都間敦 さん H奈良工場
入江由忠 さん H東京支社
畔勝康弘 さん H奈良工場

島田昌美 さん H関東工場

中村孝宏 さん H生産技術部
後藤孝則 さん ハウス食品分析テクノサービス
大志万智行 さん ハウスビジネスパートナーズ
金子光智 さん H静岡工場
鎌田尚子 さん H開発研究所企画運営部
岡本雄一 さん H営業企画推進部
石川哲也 さん H食品事業一部
小畑祐二 さん H福岡支店
宮田陽介 さん G中央研究所研究企画部
小須賀勇 さん H広域営業部
太田敏章 さん H奈良工場
香山定基 さん H静岡工場
栗本宜長 さん H食品事業三部
永田　淳 さん ハウスウェルネスフーズ
中嶋信夫 さん ハウス物流サービス

山元　明 さん ハウスウェルネスフーズ
米田正也 さん デリカシェフ
伊藤章一 さん H開発研究所開発一部
西　朋宏 さん Hマーケティング部
武石大嗣 さん 堀江大和屋
藤田明文 さん H開発研究所開発二部
中山　武 さん H開発研究所企画運営部
岩上　勝 さん H生産技術部
今中英貴 さん H奈良工場
久保正彦 さん H奈良工場
岩﨑久実 さん H奈良工場
上良功司 さん H奈良工場
小嶋　聡 さん H関東工場
齋藤　修 さん H関東工場
仲川正巳 さん H静岡工場

小島成介 さん H生産技術部
関谷伸行 さん H関東工場
関根　剛 さん H関東工場
内田　茂 さん H関東工場
三木一宏 さん ハウスビジネスパートナーズ
仲谷英敏 さん H奈良工場
杉本圭司 さん H奈良工場

野地隆之 さん H名古屋支店
藤吉兼雄 さん H静岡工場
久保田健一 さん H生産技術部
潮田一款 さん ハウス物流サ－ビス
梶本篤哉 さん H奈良工場
野口雅広 さん H開発研究所開発一部

米澤武志 さん H静岡工場
安田正樹 さん H生産技術部
平野真吾 さん H生産技術部
山崎雅也 さん H生産技術部
山内一也 さん H奈良工場
濱田昌紀 さん ハウスビジネスパートナーズ
栗栖幸志 さん H奈良工場
濱岡修生 さん H奈良工場
塚越良和 さん H生産技術部
橋詰秀一 さん H奈良工場
宮川正樹 さん H生産技術部
栗原俊明 さん G品質保証統括部
遠藤　秀 さん H商品部

速水良一 さん G資材部
木村和彦 さん H関東工場
安永光芳 さん H関東工場
本田佳孝 さん H生産技術部
山下　強 さん H静岡工場
松村幸治 さん H奈良工場
玉木　敦 さん H奈良工場
谷川和孝 さん H名古屋支店
浦西武志 さん H関東工場
大塚邦生 さん G秘書部
岡本政秀 さん H生産・SCM企画推進部

欠席：浅井順子 さん H福岡支店
欠席：藤尾昌宏 さん H奈良工場
欠席：安井　努 さん H福岡工場
欠席：山口慎也 さん ハウスウェルネスフーズ

（所属・役職は2015年11月時のものです）

一列目（左から）

三列目（左から）

六列目（左から）

七列目（左から）

四列目（左から）

五列目（左から）

二列目（左から）

3
月

社
章
の
デ
ザ
イ
ン
変
更

「
オ
ー
・
ザ
ッ
ク
」新
発
売

黒
澤
明
監
督
が
米
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
名
誉
賞
を
受
賞

4
月

 

国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
の

迷
子
ワ
ッ
ペ
ン
に
協
賛

「
カ
ン
タ
ブ
ラ
ン
チ
」新
発
売

5
月

 

ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

A
C
O
S
シ
ス
テ
ム
9
1
0

モ
デ
ル
10
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

 

ソ
ビ
エ
ト
国
立
交
響
楽
団
東

京
公
演
特
別
協
賛

6
月

 

礼
宮
文
仁
親
王
が
川
嶋
紀

子
さ
ん
と
結
婚
の
儀

7
月

 「
ジ
ャッ
ク
」新
発
売

9
月

 「
香
り
ス
パ
イ
ス
」「
刺
身
用

本
わ
さ
び
」「
洋
風
ス
パ
イ
ス

61
品
」新
発
売

11
月

 「
グ
リ
ル
ド
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
・

ザ
・
ビ
ー
フ
」が
レ
ト
ル
ト

食
品
品
評
会
で
農
林
水
産

大
臣
賞
受
賞

女
性
社
員
L
L
一
期
生
が

修
了
式（
イ
デ
ア
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
）

今
上
天
皇
即
位
の
礼
が
皇

居
宮
殿
で
挙
行

任
天
堂
の『
ス
ー
パ
ー
フ
ァ

ミ
コ
ン
』が
発
売
開
始

G：ハウス食品グループ本社　　H：ハウス食品

左の社章から新しい社章へ

➡ 

「オー・ザック」新発売「香りスパイス」シリーズ新発売

1990
年表

（青文字は社外の主な出来事）

ハウス食品代表取締役社長の工東さんから
表彰状を受け取るハウス食品グループ本社

中央研究所の宮田さん

社長や役員と一緒に記念撮影

主に研究部門に配属された皆さん

女性で記念撮影
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ハウスの動き

ハウスの動き
ハウスの動き

食品グループ

ハウスの動き

ハ
ウ
ス
の
動
き

春
・
夏
は「
サ
ラ
ダ
カ
レ
ー
丼
」、

秋
は「
お
う
ち
で
ハロ
ウ
ィ
ー
ン
」を
テ
ー
マ
に
展
開

（
株
）デ
リ
カ
シ
ェ
フ　
久
喜
工
場
竣
工

福
岡
工
場 

異
業
種
モ
ノ
づ
く
り
意
見
交
換
会
開
催

昨
年
10
月
30
日
、
ハ
ウ
ス
食
品
グ

ル
ー
プ
本
社
は
、
国
内
外
の
カ
レ
ー

レ
ス
ト
ラ
ン
の
展
開
で
提
携
し
て
い
る

（
株
）壱
番
屋
の
株
式
を
公
開
買
付
け

す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

同
日
都
内
で
行
わ
れ
た
説
明
会
に

お
い
て
、
ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
本
社

代
表
取
締
役
社
長
の
浦
上
さ
ん
は
、「
川

上
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
川
下
の
レ
ス
ト
ラ

ン
ま
で
事
業
領
域
が
広
が
り
、
製
品

開
発
の
あ
り
方
も
変
わ
る
。
変
化
対

応
力
が
強
化
さ
れ
グ
ル
ー
プ
の
総
合

ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
で
は
、
社
員

を
一
定
期
間
、
新
興
国
の
N
P
O
な

ど
へ
派
遣
し
、
現
地
の
人
と
一
緒
に

社
会
問
題
の
解
決
を
目
指
す
研
修
を

2
0
1
4
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
ま

す
。
昨
年
1
月
に
ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー

プ
本
社
中
央
研
究
所
の
渡
邉
さ
ん
が

派
遣
さ
れ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
南
東
に
あ

る
バ
ン
タ
ル
サ
リ
村
に
加
工
食
品
の
専

門
家
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。
現
地
で

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
村
の
特
産
品「
ク
リ
ス

タ
ル
グ
ァ
バ
」を
活
用
し
て
村
の
振
興

を
図
る
と
い
う
も
の
で
す
。

正
解
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
試
行
錯
誤

を
重
ね
た
結
果
、
3
か
月
と
い
う
短

2
0
1
4
年
10
月
、
ハ
ウ
ス
食
品
の

中
四
国
支
店
が
、
広
島
市
平
和
大
通
り

に
あ
る
ビ
ル
に
移
転
し
、
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
新
支
店
は
旧

支
店
の
場
所
か
ら
徒
歩
7
、
8
分
の

平
和
大
通
り
電
気
ビ
ル
の
2
階
に
あ

り
ま
す
。

旧
建
屋
で
は
ス
タ
ッ
フ
と
営
業
が
上

下
の
フ
ロ
ア
で
分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

ワ
ン
フ
ロ
ア
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
な
り
、

メ
ン
バ
ー
も
打
ち
合
わ
せ
な
ど
の

日
々
の
業
務
が
し
や
す
く
な
り
ま
し

昨
年
7
月
、福
岡
工
場
に
、パ
ナ
ソ
ニッ

ク（
株
）の「
モ
ノ
づ
く
り
主
務
塾
・
齊
藤

塾
」の
塾
生
の
皆
さ
ん
が
研
修
の
一
環
と

し
て
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
塾
は「
モ
ノ
づ
く
り
革
新
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
モ
ノ
の

見
方
、
視
野
・
見
識
の
拡
大
を
図
り
、

気
づ
き
を
得
、
創
意
工
夫
し
実
践
す

る
力
を
養
う
」こ
と
を
目
的
に
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
塾
生
の
方
々
か
ら
異
業
種

の
食
品
工
場
に
て「
品
質
保
証
の
取
り

組
み
」や「
改
善
活
動
」に
関
す
る
意
見

交
換
を
し
た
い
と
ご
依
頼
を
い
た
だ

き
、
実
現
し
ま
し
た
。

力
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

（
株
）壱
番
屋
は「
カ
レ
ー
ハ
ウ

ス
C
o
C
o 

壱
番
屋
」を
国
内
で

1
2
1
8
店
、
海
外
で
1
5
2
店

（
2
0
1
5
年
12
月
末
）展
開
し
て
い

る
国
内
最
大
の
カ
レ
ー
チ
ェ
ー
ン
で
す
。

同
社
の
創
業
時
か
ら
原
料
の
供
給
や

生
産
技
術
の
支
援
、
海
外
事
業
の
協
働

な
ど
を
行
っ
て
き
た
背
景
も
あ
り
、
昨

年
12
月
に
本
公
開
買
付
け
を
終
え
、
同

社
は
ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
の
連
結
子

会
社
と
な
り
ま
し
た
。

期
間
に
ク
リ
ス
タ
ル
グ
ァ
バ
を
加
工
し

た「
お
茶
」「
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」を
着
想
し
、

日
本
の
開
発
研
究
所
や
本
社
の
部
署
の

支
援
で
試
作
品
、
製
法
・
マ
ニ
ュ
ア
ル

ま
で
作
り
上
げ
、
一
部
は
テ
ス
ト
販
売

ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

渡
邉
さ
ん
は「
自
分
が
持
っ
て
い
る
技

術
や
考
え
が
現
地
で
新
た
な
発
想
や

課
題
解
決
に
つ
な
が
り
、
何
よ
り
も
村

人
の
皆
さ
ん
が
お
い
し
い
と
言
っ
て
食

べ
て
く
れ
た
こ
と
の
う
れ
し
さ
は
格
別

で
し
た
」と
話
し
て
い
ま
す
。
渡
邉
さ

ん
に
続
き
、
昨
年
8
月
よ
り
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
2
人
目
の
加
藤
さ

ん
は
、
本
年
2
月
に
帰
国
し
ま
し
た
。

た
。
同
時
に
ハ
ウ
ス
ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ー

ズ
中
四
国
支
店
も
同
フ
ロ
ア
に
移
転
し
、

グ
ル
ー
プ
会
社
と
し
て
相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
格
段
に
よ
く
な
り
ま

し
た
。
移
転
に
先
立
ち
、
支
店
内
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
、
部
屋
の
機
能

や
レ
イ
ア
ウ
ト
、
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
。

要
望
の
あ
っ
た
、
支
店
入
口
の
テ
レ
ビ

C
M
放
映
用
の
モ
ニ
タ
ー
や
プ
レ
ゼ
ン

ル
ー
ム
の
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。

お
取
引
先
と
の
商
談
や
試
食
提
供
時

に
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
、
塾
生
の
皆
さ
ん
は「
う
ま

か
っ
ち
ゃ
ん
」の
製
造
ラ
イ
ン
を
視
察
。

そ
の
後
、
福
岡
工
場
の「
品
質
保
証
」と

「
H
P
S
活
動
」の
取
り
組
み
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。「
お
客
様
か
ら
な
ぜ
ハ
ウ
ス
の
カ

レ
ー
が
選
ば
れ
続
け
る
の
か
」「
人
材
育

成
の
取
り
組
み
を
教
え
て
ほ
し
い
」と

い
っ
た
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お

客
様
に
対
す
る
考
え
方
、
機
械
的
要

因
よ
り
も
人
的
要
因
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止

策
の
難
し
さ
や
な
ぜ
な
ぜ
分
析
な
ど
、

業
種
は
違
っ
て
も
両
社
で
共
通
す
る
課

題
や
手
法
が
あ
る
こ
と
も
分
か
る
一

方
で
、
新
た
な
発
見
も
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
、
夏
の
カ
レ
ー
需
要
期
に
、
ハ

ウ
ス
食
品
は
全
国
各
地
の
ご
当
地
野

菜
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー「
サ
ラ
ダ
カ
レ
ー

丼
」を
テ
レ
ビ
番
組
で
の
P
R
や
、
店

頭
で
の
提
案
な
ど
、
全
国
で
販
促
展
開

し
ま
し
た
。
根
菜
を
煮
込
ん
で
作
る

従
来
の
カ
レ
ー
と
は
異
な
り
、
ご
飯

の
上
に
ト
マ
ト
や
レ
タ
ス
を
置
い
て
カ

レ
ー
を
か
け
て
野
菜
の
食
感
を
楽
し

む
食
べ
方
は
、
野
菜
嫌
い
の
子
供
も
食

べ
ら
れ
る
と
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
日
本

で
は
大
人
も
子
供
も
仮
装
を
楽
し

む
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
急
速
に
浸
透
し

て
き
た
こ
と
か
ら
、
2
0
1
4
年

（
株
）壱
番
屋
を
連
結
子
会
社
へ

新
た
な
研
修
制
度

「
新
興
国
チ
ャ
レ
ン
ジ
」ス
タ
ー
ト

握手するハウス食品グル－プ本社
代表取締役社長の浦上さんと壱番屋の
浜島代表取締役社長（左）（昨年10月）

中国・北京の店舗外観カカオ（チョコレート）をテーマに現地で活動する加藤さん（左）

渡邉さん（左から3人目）が作り上げた製品を手に

明るく快適な職場

「うまかっちゃん」の
ライン視察

意見交換の様子

ハロウィーンパンプキン
ライスカレー＆シチュー
©Disney

久喜工場外観

フジテレビがお台場の催事会場で
販売したサラダカレー丼の一つ

中
四
国
支
店
が
移
転

昨
年
1
月
、
埼
玉
県
久
喜
市
に
新
た

に
本
社
・
久
喜
工
場
を
竣
工
、
2
月
よ

り
製
造
を
開
始
し
ま
し
た
。
閉
鎖
し
た

上
尾
工
場
の
1
・
8
倍
の
製
造
ス
ペ
ー

ス
に
最
新
設
備
を
導
入
、
生
産
能
力
が

ア
ッ
プ
し
た
他
、
共
配
セ
ン
タ
ー
も
併

設
さ
れ
た
こ
と
で
時
間
と
コ
ス
ト
の
低

減
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
高
齢
者
や

単
身
者
・
多
忙
な
共
働
き
世
帯
な
ど
の

増
加
に
伴
い
、
調
理
に
時
間
を
か
け
ず

住所：埼玉県久喜市清久町49-2
敷地面積：26,559㎡
製造製品：惣菜・サラダ

に
野
菜
を
摂
り
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が

高
ま
る
中
、
新
工
場
で
生
産
す
る
野
菜

中
心
の「
惣
菜
」や「
サ
ラ
ダ
」は
、
今
後

も
伸
長
が
期
待
で
き
ま
す
。

現
在
、
東
京
・
埼
玉
を
中
心
と
し
た

セ
ブ
ン
ー

イ
レ
ブ
ン
様
約
2
3
5
0
店

舗
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
1
9
8
5

年
の
創
業
か
ら
30
年
を
経
て
、
今
後
も

ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て

次
の
10
年
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組

み
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

度
に
初
め
て
ご
家
庭
で
カ
レ
ー
や
シ

チ
ュ
ー
の
メ
ニ
ュ
ー
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
む
こ
と
を
テ
レ

ビ
C
M
や
W
E
B
サ
イ
ト
で
提
案
。

C
O
O
K
P
A
D（
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
）

で
も
人
気
の
レ
シ
ピ
と
な
り
、
予
想

以
上
の
手
ご
た
え
を
得
た
こ
と
か
ら

2
0
1
5
年
度
は「
お
う
ち
で
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
」を
テ
ー
マ
に
、
ハ
ヤ
シ
ラ
イ

ス
や
グ
ラ
タ
ン
、
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
、

デ
ザ
ー
ト
の
メ
ニ
ュ
ー
も
加
え
て
提

案
し
ま
し
た
。
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
を
イ

メ
ー
ジ
し
た「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ン
プ
キ

ン
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
＆
シ
チ
ュ
ー
」は
特
に

多
く
の
子
供
達
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。
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涙
の
で
な
い
タ
マ
ネ
ギ「
ス
マ
イ
ル
ボ
ー
ル
」発
売
へ

「
ア
メ
リ
カ
の
す
べ
て
の
家
庭
に

ハ
ウ
ス
の
T
O
F
U
」を
目
指
し
て

ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
は
、
約

1
5
0
の
国
と
地
域
が
参
加
し
昨
年

5
月
か
ら
10
月
末
ま
で
イ
タ
リ
ア
・
ミ

ラ
ノ
で
開
催
さ
れ
た「
ミ
ラ
ノ
万
博
」に

協
賛
し
ま
し
た
。
期
間
中
、
各
国
か

ら
2
2
8
万
人
の
人
々
が
訪
れ
た
日

本
館
は
、
10
月
に
は
最
長
8
時
間
待
ち

と
い
う
人
気
ぶ
り
で
し
た
。

7
月
11
日
に
は
、
万
博
会
場
で
ジ
ャ

パ
ン
デ
ー
と
し
て
、東
北
復
興
祭
パ
レ
ー

ド
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
他
、
ミ
ラ
ノ
市

内
の
別
会
場
で
は
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
を
含

む
19
日
間
、
官
民
一
体
で
日
本
を
ア

ピ
ー
ル
す
る「
ジ
ャ
パ
ン
サ
ロ
ー
ネ
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
レ
セ
プ
シ
ョン

に
は
、
ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
本
社
代

表
取
締
役
社
長
の
浦
上
さ
ん
が
、
農
林

水
産
省
の
方
々
や
他
の
食
品
企
業
の
社

長
と
と
も
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
ジ
ャ

パ
ン
サ
ロ
ー
ネ
で
は
、外
国
の
食
文
化
を

日
本
の「
普
段
の
食
」に
ア
レ
ン
ジ
し
た

日
本
人
の
特
性
を「
Y
O
S
H
O
K
U
」

企
画
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
。
ハ
ウ
ス
食
品

グ
ル
ー
プ
は
、
4
社
の
協
賛
食
品
メ
ー

カ
ー
の
1
社
と
し
て
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を

提
供
し
ま
し
た
。

一
方
、
日
本
館
の
中
に
あ
る
レ
ス
ト

ラ
ン
に
は
C
o
C
o
壱
番
屋
が
出
店
し
、

人
気
の
カ
ツ
カ
レ
ー
や
チ
ー
ズ
カ
レ
ー

な
ど
日
本
の
カ
レ
ー
を
世
界
の
お
客

様
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
涙
の
で
な
い
タ
マ
ネ
ギ（
製
品
名

ス
マ
イ
ル
ボ
ー
ル
）」が
昨
年
10
月
27

日
よ
り
東
京
の
伊
勢
丹
百
貨
店
と

O
I
S
I
X（
オ
イ
シ
ッ
ク
ス
）で
販
売

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
タ
マ
ネ
ギ
は
北
海

道
産
で
、
切
っ
て
も
涙
が
出
な
い
だ
け

で
は
な
く
、
辛
味
が
な
い
の
で
、
そ
の

ま
ま
生
食
が
で
き
、
し
か
も
ほ
ん
の
り

甘
味
を
感
じ
る
、
梨
の
よ
う
な
食
感

が
特
徴
で
す
。
ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ

本
社
新
規
事
業
開
発
部
で
は
、
初
年
度

は
5
、
6
ト
ン
を
出
荷
、
2
0
1
9
年

度
に
は
惣
菜
や
業
務
用
へ
の
出
荷
も
見

ハ
ウ
ス
フ
ー
ズ
ア
メ
リ
カ
社
は
、
西

の
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
と
東
の
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
工
場
で
豆
腐
及
び「
豆

腐
し
ら
た
き
」な
ど
の
大
豆
加
工
製
品

を
製
造
販
売
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
の
す
べ
て
の
家
庭
に
ハ
ウ
ス
の
豆
腐

（
T
O
F
U
）が
常
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
目
標
に
、
名
実
と
も
に
ア
メ
リ
カ

№
1
の
豆
腐
メ
ー
カ
ー
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ヘ
ル
シ
ー
志
向
の
お
客

様
に
向
け
て
開
発
さ
れ
た「
豆
腐
し
ら

た
き
」も
新
た
な
価
値
あ
る
商
品
と
し

て
売
上
げ
を
年
々
増
や
し
て
お
り
、
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
品
質
に
こ
だ
わ
り

な
が
ら
、
ハ
ウ
ス
T
O
F
U
の
ブ
ラ
ン

ド
力
を
確
固
た
る
も
の
に
し
て
い
く
た

め
2
0
2
0
年
を
一
つ
の
区
切
り
と
し

て
、
ア
メ
リ
カ
の
市
場
に
適
し
た
マ
ー

据
え
て
、
1
0
0
0
ト
ン
の
生
産
を
目

指
し
ま
す
。

こ
の
タ
マ
ネ
ギ
の
開
発
は
ハ
ウ
ス

食
品
グ
ル
ー
プ
本
社
中
央
研
究
所

の
今
井
さ
ん
ら
の
研
究
チ
ー
ム
が
、

1
9
9
0
年
代
に
行
っ
た
レ
ト
ル
ト
カ

レ
ー
製
造
時
に
タ
マ
ネ
ギ
と
ニ
ン
ニ
ク

を
炒
め
る
と
通
常
は
き
つ
ね
色
に
な

る
の
が
、
緑
色
に
な
っ
て
し
ま
う
変
色

の
解
明
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
タ
マ
ネ
ギ

研
究
の
成
果
の
一
つ
で
す
。

2
0
0
2
年
に
英
国
の
科
学
専
門
誌

「
N
a
t
u
r
e（
ネ
イ
チ
ャ
ー
）」に

ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

販
促
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
話
題
の

ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
社
と
の
映
画
タ

イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
商
品
を
期
間
限
定
で
販
売
。

ま
た
、
2
0
1
4
年
に
は
ア
ジ
ア
系
の

ア
メ
リ
カ
人
に
も
知
名
度
の
高
い「
ド

ラ
え
も
ん
」を
起
用
し
好
評
で
し
た
。

今
年
は
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
社
の「
カ

ン
フ
ー
パ
ン
ダ
3
」の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
企

画
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、

論
文
を
発
表
、
2
0
1
3
年
に
は
イ
グ

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
、
こ
の
た
び
13

年
間
の
研
究
を
経
て
商
品
化
、
特
許

を
取
得
し
た
タ
マ
ネ
ギ
で
す
。

マ
ス
コ
ミ
各
社
か
ら
多
く
の
取
材
が

あ
り
、
国
内
外
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
タ
マ
ネ
ギ
の
栄
養
成
分
な
ど

は
そ
の
ま
ま
で
辛
み
が
な
い
と
い
う

製
品
特
性
を
生
か
し
た
食
べ
方
や
メ

ニ
ュ
ー
提
案
を
行
い
、
出
荷
量
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
C
M
を
ア
ジ
ア
系
と
そ
れ
以

外
の
米
国
系
の
お
客
様
向
け
に
分
け

て
制
作
し
、
各
々
に
適
し
た
広
告
を

投
下
し
ま
し
た
。
豆
腐
を
多
く
消
費

さ
れ
る
ア
ジ
ア
系
の
お
客
様
に
は
信

頼
と
親
し
み
を
。
米
国
系
の
お
客
様

に
は
メ
ニ
ュ
ー
提
案
を
行
い
、
豆
腐
へ

の
ト
ラ
イ
ア
ル
を
推
し
進
め
、
新
し

い
使
い
方
や
食
材
と
し
て
の
豆
腐
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

中
国
で「
姜ウ

黄コ
ン

之の

力
」新
発
売

ミ
ラ
ノ
万
博 

日
本
の
カ
レ
ー
を

世
界
へ
。
カ
ツ
カ
レ
ー
が
人
気

2013年、イグノーベル賞を受賞した今井さんらの研究チーム

米国系のお客様向けのテレビCMとタイアップ
した「TOFUレシピコンテスト」のポスター

CM制作風景

「カンフーパンダ3」が
デザインされたパッケージ

これが噂の
タマネギです

日本館内にあるレストランCoCo壱番屋のメニュー
ボード。2,150万人の来場者の1割余りが日本館を
訪問しました

ジャパンサローネでカレーライスを提供しました。
右は社長の浦上さん、左奥は「オテル・ドゥ・ミクニ」
のオーナーシェフの三國氏

栽培している
北海道の畑

ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
は
、
昨
年

5
月
に
中
国
版「
姜
黄
之
力
」（
ウ
コ
ン

の
力
）を
中
国
に
て
販
売
開
始
し
ま
し

た
。
6
月
2
日
に
は
、
現
地
の
メ
デ
ィ

ア
30
社
を
上
海
市
内
の
ホ
テ
ル
に
招
い

て
、
発
表
会
を
開
催
。
ま
ず
、
ハ
ウ
ス

食
品（
中
国
）投
資
社（
以
下
H
C
I
）総

経
理
の
福
田
さ
ん
が
、
中
国
で
の
事
業

や
日
本
で
ヒ
ッ
ト
し
て
い
る「
ウ
コ
ン
の

力
」を
紹
介
し
、「
食
を
通
じ
て
中
国
で

健
康
と
笑
顔
を
届
け
た
い
」と
挨
拶
し

ま
し
た
。
中
国
で
ウ
コ
ン
は
漢
方
薬
の

一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
飲

料
と
し
て
販
売
す
る
に
あ
た
り
、
中

国
国
家
に
よ
る
安
全
性
の
保
証
と
、

肝
機
能
保
護
飲
料
と
し
て
の
認
可
を

取
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
の

提
出
と
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
日
本
の「
特
保
」に
あ
た
る

中
国
の「
保
健
食
品
」の
認
可
を
受
け
た

商
品
と
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

や
通
販
サ
イ
ト
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
国
で
長
年
日
本
式
の
カ
レ
ー
製
品
の

販
売
を
手
が
け
て
き
た
H
C
I
で
は
、

日
本
同
様
の
認
知
拡
大
を
目
指
し
て
、

試
飲
な
ど
に
よ
る
地
道
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
活
動
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

記者発表会場にて社長の浦上さん
（展示用ボトル右）と他関係者で
記念撮影

上海市内のコンビニエンス
ストアの店頭写真
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今
年
度
も
、
エ
リ
ア「
一
樹
の
会
」が
、
全
国
9

エ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
昨
年
、
台
風
の
接
近
に
伴
い
急
遽
中
止
と
な
っ

た
九
州「
一
樹
の
会
」は
、
昨
年
の
5
月
に
過
去
最

も
多
い
87
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
一
樹
の
会
」を
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
た
会
員
の

方
々
の
絶
え
間
な
い
会
話
と
笑
い
声
に
包
ま
れ
た

楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
関
東「
一
樹
の
会
」で

は
、
O
B
・
O
G
の
方
々
に
ホ
テ
ル
で
調
理
し
た

2
0
1
5
年
秋
の
新
製
品「
ヘ
ル
シ
ー
オ
カ
レ
ー
」を

試
食
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。試
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

食
品
事
業
一
部
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
石
川
さ
ん
に
食
品
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
元
ハ
ウ
ス
食
品
の
社
員
だ
け
に
多
く
の
方

が
関
心
を
持
た
れ
、
質
問
や
感
想
も
た
く
さ
ん
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
よ
り
身
近
な
商
品
と
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
関
東「
一
樹
の
会
」の
特
別
企
画
と
し
て
、

昨
年
6
月
13
日
に
千
葉
研
究
セ
ン
タ
ー
で
、
研
究
所

企
画「
一
樹
の
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
所
メ

ン
バ
ー
だ
け
の
企
画
も
開
催
し
て
ほ
し
い
と
い
う

ご
要
望
に
お
応
え
し
て
実
施
し
ま
し
た
が
、
ハ
ウ
ス

食
品
グ
ル
ー
プ
本
社
取
締
役
中
央
研
究
所
長
の
田
口

さ
ん
他
、
現
役
メ
ン
バ
ー
の
方
々
に
も
多
数
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
の
研
究
所
内
の
見
学
時
に

は
、
参
加
者
か
ら
な
つ
か
し
い
！
と
の
歓
声
が
上
が

る
な
ど
、
思
い
出
あ
ふ
れ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
各
エ
リ
ア
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を
こ
ら

し
た
企
画
が
満
載
の「
一
樹
の
会
」。
全
国
6
2
2
名

の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
全
国
で
エ
リ
ア「
一
樹
の
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た

北海道「一樹の会」
（2015年9月26日
札幌グランドホテル）
同じ時代にがんばった
仲間です

静岡工場「一樹の会」
（2015年11月21日　掛川グランドホテル）
懇親会で「目隠し試食クイズ」。食べている
のは誰かな？

関西「一樹の会」
(2015年10月10日　太閤園)
当時のメンバーで。何年経っても、みんな仲間
です

関東工場「一樹の会」
（2015年10月31日
ホテルサンルート佐野）
久しぶりの乾杯

九州「一樹の会」
（2015年5月24日　博多都ホテル）
今年度はハウス食品グループ本社社長の浦上
さんにご出席いただきました

中四国「一樹の会」
（2015年4月18日
広島文化交流会館）
広島支店時代、楽しかっ
たです

東北「一樹の会」
（2015年10月3日　ホテルメトロポリタン仙台）
当時の写真と同じポーズをとってみました

名古屋「一樹の会」
(2015年10月24日
Cafe Concent名古屋店)
入社時に名古屋支店配属の方も、
全国各地から参加されました

関東「一樹の会」
（2015年10月3日　東京ドームホテル）
何よりも新製品の「ヘルシーオカレー」を
食べたいと関心の高い皆さん

研究所企画「一樹の会」
（2015年6月13日　千葉研究センター）
正面玄関で、全員集合

静岡工場「一樹の会」

ホテルサンルート佐野）
中四国「一樹の会」
（2015年4月18日
広島文化交流会館）
広島支店時代、楽しかっ
たです

一樹の会

ハウスの動き
ハウスの動き
ハウスの動き

ハウスの動き

ハ
ウ
ス
の
動
き

食品グループの

サンプリング企画のご案内

エリア「一樹の会」に関する
お問い合わせは

「一樹の会」事務局へ

電話番号　06-6788-9201
①新規会員登録を希望される場合。
② 登録エリア以外への参加を希望される場
合。ご案内状の発送確認・未着などにつ
いて。

③住所変更のご連絡。
　※ エリア「一樹の会」資料と「きずな」の送
付に必要となります。

④「一樹の会」ホームページの閲覧をご希望
の場合。

⑤ なお、退会を希望される場合も、ご一報
をお願いいたします。
　 その他、お気づきの点、ご意見などござ
いましたら、ご遠慮なくお申し付けくだ
さい。

エリア「一樹の会」へのご参加をお待ちしております

全国連絡会でエリア
「一樹の会」をサポート

「一樹の会」会員の皆様に、ハウス製品のサンプリングにご協力いただくことにより地域社会におけるハウス製品の認知拡大につな
げるとともに、「一樹の会」会員の皆様とハウス食品とのつながりを強化していくことを目的に「サンプリング企画」を実施させていた
だきます。
●企画対象：自治会、子供会、PTA会などが主催するイベントやボランティア活動におけるサンプリング
※営利目的(バザー、商品即売会)の活動への提供は不可
●対象製品：ハウス食品の春・秋の新製品の中から指定アイテム(数量限定)
●募集方法：春・秋の年2回のタイミングに「一樹の会」ホームページにてご案内をさせていただきます。
※詳細につきましては、「一樹の会」ホームページをご覧ください。ホームページをご覧いただけない方は、事務局までお問い合わせください。

全国9エリアの相互の連携・情報共有及びハウス食品とのコミュニケーション強
化を目的として、「全国連絡会」が昨年設立、開催されました。
ハウス食品グループ本社代表取締役社長の浦上さんから会社の状況について
お話をいただき、また各エリアの会長からそれぞれのエリアの活動状況等につ
いてご報告があり、相互に情報交換をさせていただきました。
この全国連絡会は今後も継続的に開催し、全国のエリアの活動をサポートさせ
ていただきます。

全国連絡会 (2015年2月12日　大阪本社にて)

全国連絡会

●構成
会長　菊池敏朗さん
副会長　森岡重昭さん(関東一樹の会会
長)、武本正文さん(関西一樹の会会長)
●メンバー
その他7エリア会長　※2015年2月現在
西谷内明芳さん、阿部恵里子さん、渋谷
陽一さん、竹内聡さん、白井淳さん、西
尾彰さん、森川裕史さん
●内容
①各エリアの活動内容報告

②総会の企画内容、現状の問題点
③ハウス食品への提案・要望

全国9エリアで開催しています「一樹の会」へぜひご参加ください。
まだ「一樹の会」へ登録されていない方、また、登録いただいているエリア以外にも、参加ご希望のエリアがございましたら、同封
のハガキ、または「一樹の会」ホームページのお問い合わせよりご連絡ください。
ご希望のエリアのご案内は、「一樹の会」事務局より開催タイミングにあわせ順次発送させていただきます。
※2016年度の開催日程は「一樹の会」ホームページでも随時ご案内してまいります。

名称 北海道
「一樹の会」

東北
「一樹の会」

関東工場
「一樹の会」

関東
「一樹の会」

静岡工場
「一樹の会」

名古屋
「一樹の会」

関西
「一樹の会」

中四国
「一樹の会」

九州
「一樹の会」

事務局 札幌支店 東北支店 関東工場
東京支社
東京本社
研究所

静岡工場 名古屋支店
大阪支店
奈良工場
大阪本社

中四国支店 福岡支店
福岡工場

会員数
(2015年11月
現在)

137名 132名 275名 766名 155名 182名 932名 １７9名 ２55名

会長 西谷内 明芳 阿部 恵里子 渋谷 陽一 森岡 重昭 杉本 文一 白井 淳 武本 正文 西尾 彰 森川 裕史

2016年度
開催予定日
（開催地）

未定 10月1日
（仙台） 未定 10月8日

（東京）
11月19日
（掛川）

10月15日
（名古屋）

10月1日
（大阪）

10月22日
（岡山）

5月7日
（福岡）

（敬称略）

エリア「一樹の会」からのお知らせ
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きずな
お便り
BOX

札……札幌支店
仙……仙台支店
関支…関東支店
東支…東京支店
名……名古屋支店
大支…大阪支店
高……高松支店

広……広島支店
中四…中四国支店
福支…福岡支店
研……研究所
イ……イデアックセンター
関工…関東工場
静……静岡工場

奈……奈良工場
東工…東大阪工場
福工…福岡工場
東本…東京本社
大本…大阪本社
組……労働組合
デ……（株）デリカシェフ

サ……サンハウス食品（株）
物サ…ハウス物流サービス（株）
分テ…（株）ハウス食品分析テクノサービス
あい…ハウスあいファクトリー（株）
ビジ…ハウスビジネスパートナーズ（株）
カレ…（株）ハウスカレリーナ
H A …ハウスフーズアメリカ社

大阪万博から45年、高校を卒業したばかりの初々しい
私達にとって、万博は未知の世界でありまた新鮮でした。
ときを経て年齢も60半ばになりました。数年ごとに行
われる「一会の会」は、昨年秋福岡で行われ、博多の味
を食しながら再会を喜び、そして昔話や近況の話で楽
しいひとときを過ごしました。
次回の場所も決まり、元気でまた会いましょうと約束し
福岡での会を終えました。

私のハウス食品との“きずな”は日航機事故で亡くなられた
浦上郁夫社長（当時）にあります。
働いた期間は15か月にすぎませんが、関東各地のお店へ
デモンストレーターの一人として先輩とペアで訪問し、休日
を問わず「クリームシチューいかがですか？」と声がかすれる
まで試食活動に没頭しました。売上げだけではなく他店の
チラシや店内の自社他社の製品情報をメモしたり、お店に
近い病院まで足をのばし新製品の紹介をし半年後に導入さ
れたこともあります。多くの情報を営業担当に伝える報告
書で連帯感と愛社精神、「ものづくり」の現場の喜びや「きず
な」を感じました。また、支店内に当時の浦上社長の読まれ
た本を自由に借りられる本棚があり、読書に親しんだことも。
短くも密度の濃いハウス食品での体験や、当時の社是「善
意」「創意」「熱意」がその後の「手造り壁画七宝工房」の糧とな
りました。
最後に七宝焼きの体験や絵画に関心のある方はギャラリー
OPAへお越しください。お待ちしております。
ホームページもご覧ください。
http：//www.opa-on.com/
工房連絡先　03-3304-0890

【事業所の最終所属先の表示略称】 （　）内は旧姓・［　］内は入社年度（西暦）・〔　〕内は最終所属先。

2015年「一
いち
会
え
の会」福岡

ハウス「きずな」今昔物語

寿(東)みちよさん[70]〔カレ〕福岡県福岡市

北村（真島）温子さん[66]〔東支〕東京都杉並区

一列目左から中島（川田）信子さん、佐藤栄里子さん、平井隆さん、
寿（東）みちよさん、船越（柴床）澄枝さん、木割（北山）清美さん、
石田（溝口）直子さん
二列目左から松藤（川原）龍子さん、大村（倉原）まゆみさん、江崎
（徳永）千恵子さん、井上（生田）あつ子さん、江草（田淵）よし子さん、
大内（川田）弘美さん、三代（須谷）緑さん、森脇（河田）啓子さん、
西本（長谷川）セイ子さん
三列目左から田中（雨宮）あやめさん、雨宮（児玉）多美子さん
階段左から松岡（岡本）敬子さん、阿立（元永）恵子さん、山下
（薬師寺）昭子さん、寺尾（佐々木）祥子さん、坂本（小川）由美子さん、
川上（野口）都美子さん、西本賢三さん

昨年オープンしたギャラリーOPA（ONE POINT 
ART）を訪れた同期の藤堂さんと一緒に。背景
の作品はOPA工房時代の欧州・国内の助手の
作品を展示しています。写真右は、藤堂さんが
以前お住まいだったマンションのロビーに設置
された北村さんの作品。現在も保存展示されて
います。

「プロ クオリティ
ビーフカレー 4袋入り」
〈中辛〉〈辛口〉
しっかり煮込んだ牛肉・玉ねぎ・トマトの
煮溶けた旨みと甘みを生かし、デミグラス
ソースのようなコク深く濃厚な味わいに仕
上げたレトルトタイプの特製ビーフカレー
です。プロの料理人が時間をかけて調理
したようなレストラン品質の味わいが、手
軽に楽しめます。
内容量：各170g（1人前）×4袋入り・オー
プン価格

「北海道シチュー」
〈ビーフ〉172g
〈チーズクリーム〉175g
北海道産生乳100％の生クリームと、北海
道にこだわったデミグラスソースの濃厚な
おいしさが特徴の〈ビーフ〉が新登場。〈チー
ズクリーム〉は3種のナチュラルチーズのマ
イルド＆クリーミーなおいしさで新登場。
各10皿分（5皿分×2）・各297円

「ラーメンにひと足しペースト」
〈辛みそ〉〈マー油〉〈魚粉〉
出来上がったラーメンに“ひと足し”するだ
けで本格的な味わいになる調味料シリーズ
です。最後まで絞り出しやすいチューブ、
使いやすいキャップ、
はがしやすい口部
シールを採用してい
ます。
内容量：各40g・オー
プン価格

「カレーマルシェスペシャリテ」
〈イベリコ豚とマッシュルームのカレー〉（中辛）
こだわりの食材とプロの技を使っておいし
さを磨きあげた欧風高級カレーです。やわ
らかく煮込んだイベリコ豚の旨みとバルサ
ミコソースの芳潤な香りを生かして、プロ
の技法により濃い色と
艶のあるなめらかでコ
クのあるソースに仕上
げました。
内容量：180g（1人前）・
オープン価格

「完熟栗かぼちゃのクリーミーシチュー」〈148ｇ〉
「完熟トマトのクリーミーシチュー」〈150ｇ〉
それぞれ、ほっくり甘い完熟栗かぼちゃと乳
製品のコク、真っ赤に熟したトマトと乳製品
のコクが特徴の、濃厚でクリーミーなおい
しさの2種のシチューです。
どちらも10種類の緑黄色野菜をブレンドし
た奥行きのある味わいです。
各8皿分（4皿分×2）・オープン価格

「ベジタベルカレー」〈中辛〉
ジンジャー、ガーリックの香りと「醤（ジャン）」
の旨みが特徴で、濃厚な旨みとコクがあり、
野菜だけでもしっかりとした味の強さを持
つ動物性原料不使用
（乳原料は除く）のカ
レーです。
内容量：117g（5皿分）・
オープン価格

「レンジダイニング」
こだわり素材のチキンカレー〈中辛〉
こだわり素材のベジタブルカレー〈中辛〉
国産の具材や植物性素材のおいしさにこだ
わったカレーを電子レンジで温めるだけで、
手軽に食べることができるレトルトカレーシ
リーズです。熱くない持ち手や注ぎやすい
注ぎ口、パウチのまま温めるだけなど、電
子レンジ調理時の使い勝手を追求した「ス
マートパウチ」を使
用しています。
内容量：各180ｇ（1
人前）・オープン価格

「スパイスクッキング　アジアン屋台街」シリーズ
〈トムヤムクン〉（14g） 〈ガパオ〉（9g） 〈青菜のタイ風炒め〉（12g） 〈タイ風春雨サラダ〉（13.2g）
〈カオマンガイ〉（12g） 〈トムヤムチキン〉（11g） 〈タイ風炒飯〉（12.4g） 〈ココナッツミルク風スープ〉（9.2g）
アジア各国の屋台でおなじみのメニューがご家庭で手軽に作れます。ハーブやレモングラス、パ
クチー、こぶみかんなどの香辛料や魚醤等をブレンドし辛味・酸味・甘味を多様に組み合わせ、
本格的ですが食べやすい味に仕立てました。
内容量各2袋入り・オープン価格

「スパイス香るマサラカレー」
〈中辛〉

コリアンダー、カルダモンなど25種類のス
パイスの豊かな香りと、トマトの旨みや酸味
が特徴の、インド料理店で食べるようなカ
レーです。
内容量：156g　8皿分（4皿分×2）・オープ
ン価格

「ヘルシーオカレー」
〈野菜の旨みまろやかタイプ　中辛〉99ｇ
〈香り高いスパイシータイプ　中辛〉102ｇ
スパイスの香りと野菜・果実の旨みで、塩
分30％オフ・カロリー30％オフ※のおいし
いカレーを実現しました。溶かしやすい粉
末タイプのマイクロ粉砕ルウです。
※1皿あたり、当社「バーモントカレー」比。
各6皿分（2皿分×3袋）・オープン価格

商品情報2015年4月から2016年2月までに新発売された主な商品をご紹介します。

昨年オープンしたギャラリーOPA（ONE POINT 
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きずな お便りBOX

きず
な

お便
り

BO
X

きずな お便りBOX

● 

朝
山
誠
さ
ん[

75]〔
大
支
〕奈
良
県
奈
良
市

こ
の
4
月
で
退
社
し
て
2
年
と
な
り
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、
趣
味
の
山
歩

き
や
旅
行
も
行
き
、
ま
た
ハ
ウ
ス
食
品
の

現
職
の
方
、
O
B
の
方
と
た
ま
に
お
会
い

し
た
り
し
て
楽
し
い
2
年
間
で
し
た
。
い

つ
も
ハ
ウ
ス
食
品
の
こ
と
が
気
に
な
り
ま

す
。
今
年
も
山
歩
き
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

健
康
づ
く
り
が
ん
ば
り
ま
す
。

● 

五
味
広
良
さ
ん

[

75]〔
東
本
〕岡
山
県
岡
山
市

30
年
間
住
み
慣
れ
た
西
宮
市
の
甲
陽
園
か

ら
娘
や
孫
の
住
む
岡
山
市
内
に
転
居
し
ま

し
た
。
O
B
の
方
で
岡
山
在
住
の
方
が
お

ら
れ
れ
ば
お
会
い
し
た
い
と
、
何
ら
か
の

形
で
伝
わ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

● 

串
田
武
志
さ
ん

[

76]〔
関
工
〕栃
木
県
佐
野
市

偉
大
な
る
創
業
1
0
0
周
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
ハ
ウ
ス
食
品
を
引

退
し
、
28
年
に
な
り
ま
す
。
妻
も
ハ
ウ
ス

レ
デ
ィ
ー
で
し
た
。「
き
ず
な
」を
毎
回
楽

し
み
に
妻
と
昔
の
思
い
出
を
語
り
合
っ
て

い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
食
品
は
私
達
の
人
生
の

〝
ル
ー
ツ
〞で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ハ
ウ
ス

食
品
さ
ん
の
発
展
を
心
よ
り
祈
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
昔
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

● 

小
杉
英
夫
さ
ん

[

77]〔
東
支
〕千
葉
県
船
橋
市

貴
社
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

● 

大
沼（
中
川
）敏
江
さ
ん

[

78]〔
関
工
〕福
島
県
西
白
河
郡

「
き
ず
な
」が
届
く
の
を
い
つ
も
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

● 

本
多
隆
一
さ
ん

[

78]〔
東
本
〕神
奈
川
県
川
崎
市

関
東「
一
樹
の
会
」の
新
規
会
員
と
し
て
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

● 

前
田（
森
本
）明
美
さ
ん

[

78]〔
奈
〕鳥
取
県
鳥
取
市

同
期
で
一
緒
に
働
い
て
い
た
方
達
の
名
前

だ
け
で
も
載
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し

い
で
す
。
こ
こ
ま
で
年
を
取
る
と
忘
れ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。

● 

竹
崎（
吉
永
）典
子
さ
ん

[

79]〔
大
支
〕大
阪
府
大
阪
市

大
塚
社
長（
当
時
副
社
長
）の
写
真
を
見
て
、

な
つ
か
し
く
思
い
ま
し
た
。
新
商
品
が
出

る
度
に
応
援
し
た
く
な
っ
て
、
す
ぐ
に
購

入
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。

● 

播
磨
信
介
さ
ん

[

79]〔
大
支
〕奈
良
県
奈
良
市

昨
年
で
退
社
し
て
満
11
年
、
61
歳
に
な
ろ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
二
度
死

に
か
け
ま
し
た
が
、
何
と
か
生
き
の
び
て

お
り
ま
す
。
愚
息
も
大
学
院
を
卒
業
で
き

そ
う
で
子
育
て
か
ら
も
解
放
の
身
と
な
り

ま
し
た
。
河
野
元
社
長
、
瀬
戸
元
取
締
役

は
お
元
気
で
し
ょ
う
か
？ 

宮
田
元
常
務
の

ご
健
在
か
が
気
が
か
り
で
あ
り
ま
す
。
浦

上
社
長
に
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ

さ
い
ま
せ
。

● 

平
井（
西
岡
）君
枝
さ
ん

[

80]〔
福
工
〕熊
本
県
玉
名
郡

「
う
ま
か
っ
ち
ゃ
ん
」35
周
年
。
福
岡
工
場

に
入
社
時
、「
う
ま
か
っ
ち
ゃ
ん
」を
発
売

し
て
約
1
、
2
年
で
し
た
。
ラ
ー
メ
ン
製

造
ラ
イ
ン
で
、
ス
ー
プ
担
当
で
し
た
。
退

社
し
て
30
年
近
く
た
っ
た
の
に
、「
き
ず
な
」

を
送
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
、
ハ
ウ
ス
食

品
で
働
い
て
い
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
同
期
の
み
ん
な
、元
気
で
す
か
！

● 
伊
藤（
工
藤
）千
鶴
子
さ
ん

[

81]〔
関
工
〕北
海
道
札
幌
市

年
に
1
回
の「
き
ず
な
」を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
辞
め
て
も
勤
め
て
い
た
会
社
か

ら
何
か
が
届
け
ら
れ
る
と
い
う
の
は
う
れ

し
い
も
の
で
す
。

● 

山
口
良
一
さ
ん

[

81]〔
東
支
〕神
奈
川
県
川
崎
市

中
国
で「
百
夢
多
カ
レ
ー
」が
普
及
し
て
い

る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。「
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
人
民
食
に
」。
ま
す
ま
す

の
普
及
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

● 

梅
田（
辻
）ま
ゆ
み
さ
ん

[

82]〔
奈
〕千
葉
県
千
葉
市

毎
年「
き
ず
な
」を
送
っ
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
い
た
ま
か
ら
ま

た
、
一
昨
年
千
葉
へ
転
居
し
ま
し
た
。
2

人
の
子
育
て
も
終
わ
り
、
今
は
孫
達
に
カ

レ
ー
や
プ
リ
ン
な
ど
作
っ
て
あ
げ
た
い
で

す
。
ハ
ウ
ス
食
品
の
新
商
品
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

● 

金
子
美
津
代
さ
ん

[

82]〔
関
工
〕栃
木
県
佐
野
市

退
社
し
て
早
く
も
2
年
が
た
ち
ま
し
た
。

実
家
が
お
寺
な
の
で
、
毎
日
何
か
し
ら
や

る
こ
と
が
あ
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。

「
き
ず
な
」が
送
ら
れ
て
、
あ
れ
も
こ
れ
も
、

す
べ
て
が
な
つ
か
し
く
思
え
て
う
れ
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た（
2
年
し
か
た
っ
て

い
な
い
の
に
）。
次
回
の「
き
ず
な
」を
見
る

の
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

● 

川
合（
磯
辺
）富
美
子
さ
ん

[

82]〔
福
工
〕福
岡
県
福
津
市

新
商
品
が
出
る
た
び
に
、
買
っ
て
試
食
…

し
て
ま
す
が
、
今
回〝
復
刻
〞で「
う
ま
か
っ

ち
ゃ
ん
」〈
濃
い
味
〉が
出
た
の
は
す
っ
ご

く
う
れ
し
く
て
、
何
度
も
買
い
ま
し
た
。

大
好
き
で
し
た
か
ら
…
。「
ザ
・
シ
チ
ュ
ー
」

〈
ボ
ル
シ
チ
〉も〝
復
刻
〞で
販
売
で
き
な

い
も
の
か
と
願
っ
て
い
ま
す
！ 

い
つ
ま
で

話
に
な
り
っ
ぱ
な
し
で
、
今
に
至
っ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
ハ
ウ
ス
食
品
さ
ん
の
ご

発
展
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

● 

中
島（
川
田
）信
子
さ
ん

[

70]〔
東
支
〕東
京
都
西
東
京
市

い
つ
も「
き
ず
な
」を
お
送
り
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
日
、
後
輩
の

高
橋（
夏
田
）ま
り
子
さ
ん
と
お
会
い
し
ま

し
た
。

● 

藤
木（
中
村
）庸
子
さ
ん

[

70]〔
福
支
〕福
岡
県
柳
川
市

「
歩
く
生
活
応
援
飲
料 

ア
ル
ジ
ョ
ア
」サ
ン

プ
ル
送
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

年
齢
的
に
も
筋
力
維
持
が
気
に
な
り
、
毎

日
運
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
量
販

店
で
の
販
売
を
待
っ
て
い
ま
す
。

● 

松
藤（
川
原
）龍
子
さ
ん

[

70]〔
高
〕熊
本
県
熊
本
市

60
代
と
な
り
、
毎
日
元
気
で
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。

● 

村
松
良
子
さ
ん

[

70]〔
物
サ
〕兵
庫
県
西
宮
市

夫
が
お
世
話
に
な
っ
た
頃
で
す
、大
塚
社
長

（
当
時
）も
お
元
気
で
、
そ
の
頃
少
年
だ
っ

た
浦
上
社
長
も
立
派
に
な
ら
れ
な
つ
か
し

く
拝
見
し
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
食
品
は
い
ず

れ
も
三
世
代
愛
用
し
て
い
ま
す
。
私
は
82

歳
で
す
が
元
気
で
、
コ
ー
ラ
ス
、
ス
ト
レ
ッ

チ
と
楽
し
く
過
ご
し
、
孫
は
関
西
学
院
の

ラ
グ
ビ
ー
の
選
手
で
高
2
、
高
3
と
花
園

ラ
グ
ビ
ー
場
に
出
場
し
ま
し
た
。
よ
く
食

べ
る
孫
達
に
娘
は
せ
っ
せ
と
カ
レ
ー
を
差

し
入
れ
し
て
い
ま
す
。
就
活
に
な
り
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。「
ア
ル
ジ
ョ
ア
」は
き
っ
と

高
齢
者
に
喜
ば
れ
る
と
思
い
ま
す
。

● 

井
上
曉
さ
ん[

71]〔
大
本
〕奈
良
県
奈
良
市

現
在
も
メ
ン
タ
ル
・
キ
ャ
リ
ア
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
講
師
の
依
頼
を
受
け

て
い
ま
す
。
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
昨
年

で
15
回
目
の
参
加
を
果
た
し
、
10
年
ぶ
り

に
自
己
最
高
記
録
を
出
し
ま
し
た
。
海
外

旅
行
も
こ
こ
10
年
ほ
ど
、
年
2
、
3
回
の

ペ
ー
ス
で
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
マ
チ
ュ

ピ
チ
ュ
と
ナ
ス
カ
、
イ
グ
ア
ス
の
滝
。
今

年
は
ペ
ル
シ
ャ
湾
ク
ル
ー
ズ
に
参
加
し
ま

し
た
。
お
か
げ
様
で
楽
し
い
日
々
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

● 

田
口
博
さ
ん

[

71]〔
広
〕千
葉
県
船
橋
市

『
よ
り
美
し
く
！ 

風
邪
予
防
に
！
』の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
て「
C
1
0
0
0
ビ
タ
ミ
ン

レ
モ
ン
コ
ラ
ー
ゲ
ン
」を
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
に
贈

り
ま
し
た
。
肌
も
職
場
の
空
気
も
潤
い
ま
し

た
。
生
活
に
も
ハ
リ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
女

性
に
や
さ
し
い
商
品
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

● 

倉
永（
石
田
）節
子
さ
ん

[

72]〔
奈
〕奈
良
県
大
和
郡

主
人
が
退
社
し
て
早
10
年
と
な
り
ま
す
。

住
所
変
更
の
連
絡
を
忘
れ
て
三
年
余
り
、

「
き
ず
な
」を
目
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
今
回
久
し
ぶ
り
に「
き
ず
な
」を

拝
見
し
と
て
も
な
つ
か
し
く
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
現
在
は
、
調
理
師
を
し
な
が
ら
、

休
み
は
孫
の
子
守
り
を
し
て
い
ま
す
。

● 

山
崎（
今
津
）昭
子
さ
ん

[

72]〔
大
本
〕奈
良
県
生
駒
郡

中
国
で
カ
レ
ー
が
大
ウ
ケ
と
の
こ
と
。
ハ

ウ
ス
食
品
の
が
ん
ば
り
は
本
当
に
力
に
な

り
ま
す
。
私
も
今
春
か
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
の
仕
事
を
増
や
し
ま
す
。
最
後
の
仕
上

げ
の
は
じ
ま
り
。
細
々
で
い
い
か
ら
体
力

の
続
く
ま
で
仕
事
が
で
き
た
ら
幸
せ
！
あ

り
き
た
り
で
す
が
、
お
役
に
立
て
た
ら
う

れ
し
い
！
あ
と
少
し
、も
う
少
し
、フ
レ
ー

フ
レ
ー
私
！ 

人
生
60
か
ら
か
も
…
。

● 

黒
木
雄
司
さ
ん

[

74]〔
大
支
〕大
阪
府
三
島
郡

で
き
ま
し
た
ら
、「
き
ず
な
」に「
一
樹
の
会
」

の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
各
地
区
5
枚
以
上
、

名
前
入
り
で
掲
載
し
て
ほ
し
い
で
す
。

80
年
代
　
入
社
の
方

O
B
・
O
G
の
方
も
、
あ
の
と
き
あ
の
頃

の
色
々
な
思
い
出
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
私
も
入
社
当
時
、
東
大
阪
工
場
長
で

あ
っ
た
故
・
柏
井
清
雄
さ
ん
に
、
ハ
ウ
ス

食
品
は
ま
だ
小
さ
な
樹
で
あ
り
、
こ
れ
を

大
き
な
樹
に
育
て
、
実
り
豊
か
な
実
を
な

ら
せ
る
の
は
、
社
員
一
人
一
人
の
知
恵
と

力
量
で
あ
る
と
教
わ
り
、
こ
れ
が
今
、「
一

樹
の
会
」の
原
点
で
は
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
当
時
工
場
の
ボ
イ
ラ
ー
を
担
当
し

た
と
き
、
生
産
統
轄
部
長
だ
っ
た
故
・
越

田
大
吉
さ
ん
に
も
熱
量
の
計
算
な
ど
で
、

お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
労
働
組
合
の
結
成
な
ど
、
ハ
ウ
ス

食
品
で
の
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
は
我
が
心

の
宝
で
す
。

● 

井
口（
吉
村
）誠
子
さ
ん

[

63]〔
大
本
〕大
阪
府
東
大
阪
市

一
病
息
災
。
毎
日
、
の
ん
び
り
と
し
た
気

持
ち
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

● 

鴻
池
良
夫
さ
ん

[

64]〔
東
本
〕神
奈
川
県
川
崎
市

「
き
ず
な 

43
号
」楽
し
く
拝
見
。
限
ら
れ
た

15
P
に
ハ
ウ
ス
食
品
＆
O
B
・
O
G
の
情

報
が
満
載
。
記
事
選
択
に
頭
が
痛
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
1
0
0
周
年
を
契
機
に
グ

ル
ー
プ
化
を
さ
れ
、
新
た
な
可
能
性
に
向

け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
O
B
・
O
G
の
退
社
後
も

そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
元
気
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
姿
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
食

品
さ
ん
か
ら「
一
樹
の
会
」に
さ
ら
な
る
手

厚
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
い
ち
O
B
と

し
て
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
次
号
の「
き

ず
な
」に
は
ど
ん
な
新
た
な
発
見
と
温
も
り

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
記
事
・
情
報
が
掲

載
さ
れ
る
か
楽
し
み
で
す
。
ご
担
当
の
皆

様
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

● 

田
中
信
夫
さ
ん

[

68]〔
東
支
〕東
京
都
昭
島
市

空
手
を
通
じ
、
仲
間
も
増
え
、
楽
し
い
日

を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

● 

小
野（
小
牟
田
）サ
ミ
子
さ
ん

[

57]〔
東
支
〕千
葉
県
袖
ケ
浦
市

福
岡
支
店
長
時
代
の
大
塚
さ
ん
、
な
つ
か

し
い
で
す
。
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
近
く
の
自
宅

家
敷
が
広
い
の
で
、
キ
ウ
イ
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
、
み
か
ん
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
、

柿
、
い
ち
じ
く
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
竹
の
子
、

し
い
た
け
、
野
菜
も
ほ
と
ん
ど
自
家
製
。

新
鮮
な
キ
ヌ
サ
ヤ
な
ど
広
い
庭
、
草
取
り

で
忙
し
い
毎
日
で
す
。
緑
の
新
芽
、
有
難

い
と
感
謝
し
て
主
人
と
2
人
、
高
齢
で
す

が
老
体
に
ム
チ
打
っ
て
毎
日
楽
し
く
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

● 

山
下（
小
南
）秀
美
さ
ん

[

57]〔
大
本
〕大
阪
府
東
大
阪
市

8
年
間
働
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
内
1
年
半
は
家
の
都
合
で
16
時
に
仕
事

を
終
え
帰
宅
。
今
で
は
パ
ー
ト
社
員
で
働

く
こ
と
も
で
き
る
の
で
し
ょ
う
が
、「
い
い

よ
」と
言
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
か
っ
た

で
す
。
ハ
ウ
ス
食
品
の
看
板
な
ど
や
電
車

か
ら
見
え
る
本
社
を
見
る
た
び
に
、
私
も

お
世
話
に
な
っ
た
ん
だ
と
思
い
出
し
ま
す
。

会
社
の
一
層
の
ご
発
展
を
祈
っ
て
お
り
ま

す
。
カ
レ
ー
は
い
つ
も
ハ
ウ
ス
で
す
。

● 

中
原
エ
ミ
さ
ん

[
61]〔
東
工
〕沖
縄
県
中
頭
郡

い
つ
も「
き
ず
な
」を
送
っ
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
や「
き

ず
な
」で
新
製
品
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
家
族
で
試
食
し
て
み
ん
な
喜
ん

で
い
ま
す
。
今
後
も
よ
い
製
品
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。

● 

栩
野
清
吾
さ
ん

[

62]〔
組
〕大
阪
府
東
大
阪
市

祝
・
創
業
1
0
0
年
。
振
り
返
れ
ば
、

50
年
代
　
入
社
の
方

60
年
代
　
入
社
の
方

早いものでハウス食品を退社してから15年近くになります。と
あるきっかけから東大阪市へ住むことになりましたが、なんと
大阪本社の近くです。新しくできた社屋近くを通りかかると眺
めています。ハウス食品の製品は僕の影響で家族みんなが大
ファンです。これからもおいしい食品を楽しみにしています。

皆様お変わりありませんか？ 元PM（プロダクトマネージャー）室
に在籍していた、磯部です。昨年、85年当時東京本部メンバー
だった皆さんと大阪で再会することができました。とにかく、お
互いの健康に感謝の乾杯！ 30年近くの歳月が流れたのに、トー
クはその当時のまま。50代の自分が20代に戻ったような錯覚
を起こしてしまうほど楽しい時間でした。

桜井真司さん[98]〔静〕大阪府東大阪市山田（磯部）清美さん[83]〔東本〕大阪府東大阪市

大阪本社の近くに引っ越しました大阪でなつかしいメンバーと再会しました

● 

立
川（
木
立
）美
重
子
さ
ん

[

69]〔
福
支
〕福
岡
県
福
岡
市

い
つ
も「
き
ず
な
」を
送
っ
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
食
品
ス
ー
パ
ー

を
3
、
4
軒
回
り
ま
す
が
、
ハ
ウ
ス
製
品

の
陳
列
が
少
な
く
他
社
製
品
が
多
い
と

ガ
ッ
カ
リ
、
年
月
が
か
わ
っ
て
ハ
ウ
ス
製

品
が
多
く
陳
列
さ
れ
て
い
る
と
、
う
れ
し

く
な
り
ま
す
。
家
で
は
た
く
さ
ん
の
ハ
ウ

ス
製
品
を
使
用
し
て
い
る
の
で
今
で
も
社

員
だ
っ
た
頃
を
思
い
出
し
て
苦
笑
し
て
い

ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た

め
宿
に
泊
ま
り
ワ
イ
ワ
イ
、キ
ャ
ー
キ
ャ
ー

と
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
思
い
出
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
に
夢
中
で
す
。

● 

森
岡
重
昭
さ
ん

[

69]〔
東
本
〕千
葉
県
市
川
市

す
ば
ら
し
い
大
阪
本
社
に
な
っ
た
と
思
う

半
面
、
旧
大
阪
本
社
が
な
つ
か
し
く
思
わ

れ
ま
す
。
と
き
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。
い

つ
ま
で
も
い
い
会
社
の
ま
ま
で
あ
り
続
け

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

● 

窪
田（
中
野
）富
子
さ
ん

[

70]〔
広
〕広
島
県
呉
市

い
つ
も「
き
ず
な
」を
お
送
り
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

● 

佐
藤
栄
里
子
さ
ん

[

70]〔
カ
レ
〕熊
本
県
菊
池
郡

昨
年
春
、
前
号
の「
き
ず
な
」を
通
じ
て
健

康
飲
料
の「
ア
ル
ジ
ョ
ア
」を
頂
戴
し
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
オ
レ
ン
ジ

味
の
飲
み
や
す
く
お
い
し
い
も
の
で
し
た
。

高
校
生
の
孫
が
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
と
し
て
飲

み
た
い
と
気
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
市
販

さ
れ
ま
し
た
ら
、
飲
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ハ
ウ
ス
食
品
の
皆
さ
ん
と
、
ご
縁
も

大
阪
万
博
か
ら
と
、
か
な
り
の
年
月
に
な

り
ま
す
。
早
川
部
長（
当
時
）に
も
、
お
世

70
年
代
　
入
社
の
方

前列左から最上正太郎さん、倉岡（葛谷）京子さん、最上（岡庭）直美さん
後列左から山田（磯部）清美さん、上杉孝夫さん 大阪本社をバックに
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きずな お便りBOX

きず
な

お便
り

BO
X

きずな お便りBOX

　春を迎え、OB・OGの皆様におかれましてはますますお元
気でご活躍のことと思います。今年も「きずな」をお届けする
ことができ、編集者一同とてもうれしく思っております。

　今号では1990年入社で表彰された皆さんを掲載いたしました。なつ
かしいお顔が見つかりましたでしょうか。また、エリア「一樹の会」の様子、
国内外のハウス食品グループの動き、新製品、操業50周年を迎えた奈
良工場などをご紹介いたしました。

　お読みになられた皆様のご意見やご感想などをお聞かせいただけれ
ば幸いです。
　これからもハウスファンとして、ハウス食品ならびにハウス食品グルー
プに、一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　また、この「きずな」の誌面を通じて、皆様のコミュニケーションの輪が
一層広がりますことを願っております。

ハウス食品グループ本社　広報・ＩＲ部長　田中千之

ハウス食品企業年金基金より年金を受給されている方は、毎年お誕生
日の月に「現況届」のご提出をお願いしております。提出されない場合
は、年金が一時停止されることになりますので、現況届が届いた方は、
「受給権者の欄」にご記入の上、速やかに当基金にご返送ください。
現況届を紛失した際は至急、当基金までご連絡ください。
その他、ご不明な点がございましたら、担当（辻本）までお問い合わせ
ください。

〒577-8520 東大阪市御厨栄町１－５－７
ハウス食品企業年金基金　TEL：06-6788-9201

●現況届のご提出のお願い

住所、氏名を変更された方は、変更手続きを受け付けております。「年
金受給のしおり」の巻末の「受給権者変更届」を当基金までご提出くださ
い。「年金受給のしおり」がお手元にない場合には、当基金までご連絡
ください。

ハウス食品企業年金基金では、ご退職時の情報しかございません。年
金のお手続きの際に郵便物を送らせていただきますので、住所等変
更がございます場合は、必ず当基金までご連絡ください。

●住所、氏名が変更となったときは

60歳に到達されますと、以下の方はハウス食品企業年金基金より年金
が受けられる可能性がございます。ご確認ください。
・厚生年金基金時代（平成14年12月31日まで）にご退職の方で、
かつハウス食品に10年以上勤務されていた正社員、嘱託、パート
社員の方

・企業年金基金時代（平成16年4月1日以降）にご退職の方で、かつハ
ウス食品に20年以上勤務されていた正社員の方で、年金受給を選
択された方

・厚生年金基金から企業年金基金への移行期（平成15年1月1日～平
成16年3月31日）にご退職された正社員、嘱託、パート社員の方

●企業年金の請求、お忘れではないですか？

も
ハ
ウ
ス
食
品
の
フ
ァ
ン
と
し
て
は
、
も

う
一
度
食
べ
て
み
た
い
一
品
で
す
ね
！

● 

品
川（
池
）純
子
さ
ん

[

82]〔
名
〕東
京
都
世
田
谷
区

と
て
も
な
つ
か
し
い
名
古
屋
支
店
の
方
々

の
お
写
真
、
楽
し
く
拝
見
し
ま
し
た
。

● 

澤
友
二
さ
ん[

83]〔
大
支
〕滋
賀
県
大
津
市

年
に
1
回
の
エ
リ
ア「
一
樹
の
会
」が
楽
し

み
で
す
。

● 

上
岡（
阿
部
）登
美
子
さ
ん

[

87]〔
関
工
〕栃
木
県
佐
野
市

「
き
ず
な
」が
送
ら
れ
て
く
る
の
が
と
て
も

楽
し
み
で
す
。
ハ
ウ
ス
食
品
の
動
き
や
新

製
品
な
ど
が
分
か
り
楽
し
く
読
ん
で
い
ま

す
。
と
き
ど
き
、
ア
パ
ー
ト
ま
で
カ
レ
ー

の
香
り
が
届
く
の
で
と
て
も
な
つ
か
し
く

思
い
ま
す
。

● 

川
瀬（
松
田
）典
子
さ
ん

[

87]〔
札
〕北
海
道
札
幌
市

2
0
1
3
年
度
永
年
勤
続
表
彰
者
の
中

に
、
私
よ
り
1
年
後
に
入
社
し
た
営
業
マ

ン（
？
）の
2
人
の
姿
を
見
つ
け
、
と
て
も

な
つ
か
し
く
思
い
ま
し
た
。
込
山
さ
ん
が
、

ま
だ
札
幌
支
店
に
い
る
こ
と
に
も
驚
き
ま

し
た
。
加
瀬
さ
ん
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
の

頃
と
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
若
い
と
…
。
最

近
の
私
は
、
更
年
期
な
の
か
体
調
不
良
が

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
ハ
ウ
ス
食
品
の
カ

レ
ー
を
食
べ
て
元
気
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

● 

藤
村
か
を
り
さ
ん

[

87]〔
関
工
〕山
形
県
鶴
岡
市

昨
年
の「
き
ず
な
」で
大
澤（
阿
部
）寿
美
さ

ん
が
私
の
こ
と
を
覚
え
て
い
て
く
れ
た
の

で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。皆
さ
ん
が
ん
ば
っ

て
い
る
の
を
知
り
、
私
も
が
ん
ば
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。
い
つ
か
お
会
い
で
き
た
ら

い
い
で
す
ね
。

● 

吉
田（
坂
上
）紀
子
さ
ん

[

87]〔
大
支
〕大
阪
府
東
大
阪
市

い
つ
も
、「
き
ず
な
」あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

● 

本
田（
岸
田
）浩
子
さ
ん

[

88]〔
大
支
〕兵
庫
県
神
戸
市

2
0
1
3
、2
0
1
4
年
度
永
年
勤
続
表

彰
の
皆
さ
ん
は
私
の
同
期
と
1
年
後
輩
で

あ
り
、
な
つ
か
し
い
顔
を
見
つ
け
大
変
う

れ
し
く
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
私
自
身
、
ハ
ウ
ス
食
品
に
在
職

中
は
多
く
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ
き
心

よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

● 

池
田（
津
浦
）由
美
さ
ん

[

91]〔
奈
〕和
歌
山
県
有
田
市

人
生
の
目
標
だ
っ
た
創
業
1
0
0
周
年
の

年
に
行
わ
れ
た
奈
良
工
場
で
の
式
典
に
参

加
で
き
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
80
周
年
の

と
き
は
式
典
の
係
を
し
て
い
た
の
で
思
い

出
深
い
行
事
で
す
。
退
社
し
て
20
年
、
先

日
ハ
ウ
ス
食
品
の
先
輩
と「
キ
ス
マ
イ
」の

ご
縁
で
逢
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
で
き

た
ら
ハ
ウ
ス
食
品
の
C
M
に
起
用
し
て
も

ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
ハ
ウ
ス
食
品

に
と
っ
て
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

● 

國
頭（
倉
本
）晴
子
さ
ん

[
91]〔
札
〕兵
庫
県
西
宮
市

ハ
ウ
ス
食
品
を
退
社
し
て
か
ら
4
度
目
の

引
っ
越
し
を
し
ま
し
た
。
関
西
で
楽
し
く

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

● 

奥
野
香
織
さ
ん[

92]〔
研
〕大
阪
府
阪
南
市

「
き
ず
な
」編
集
に
関
わ
ら
れ
て
い
る
皆
様

へ
。
毎
号
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。次
号
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

追
伸 

高
校
生
の
息
子
が
商
品
情
報
を
み

て
、
O
B
・
O
G
の
通
信
販
売（
社
内
販
売

み
た
い
な
も
の
）が
あ
れ
ば
い
い
な
ー
と

言
っ
て
お
り
ま
し
た
。

● 

小
西（
橘
高
）千
春
さ
ん

[

92]〔
研
〕山
梨
県
甲
府
市

毎
号
、楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。
私
は
、

老
人
ホ
ー
ム
の
管
理
栄
養
士
と
し
て
ハ
ウ

ス
食
品
の
栄
養
補
助
食
品
を
よ
く
利
用
し

て
い
ま
す
。

● 

野
口（
池
田
）た
ま
き
さ
ん

[

92]〔
奈
〕佐
賀
県
小
城
市

創
業
1
0
0
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

● 

石
野（
福
井
）リ
エ
さ
ん

[

93]〔
大
本
〕大
阪
府
泉
南
郡

昨
年
は
W
受
験
、
卒
業
式
と
入
学
式
が
3

回
ず
つ
と
い
う
大
忙
し
の
春
と
な
り
ま
し

た
。
主
人
は
関
東
工
場
で
の
単
身
赴
任
が

4
年
目
に
突
入
し
、
長
女
は
大
学
生
に
な

り
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
家

族
が
3
つ
に
分
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

せ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

● 

大
上（
柳
生
）忍
さ
ん

[

94]〔
研
〕千
葉
県
千
葉
市

毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
も
在

職
中
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
の
お
名
前
を

見
つ
け
、
当
時
の
こ
と
を
な
つ
か
し
く
振

り
返
っ
て
い
ま
す
。

● 

西
畑（
朝
日
）栄
子
さ
ん

[

94]〔
研
〕和
歌
山
県
和
歌
山
市

昨
年
結
婚
し
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
食
品
に
勤

め
て
い
た
と
き
の
話
を
今
の
職
場
の
高
校

（
教
師
）で
も
生
徒
に
話
し
た
り
し
ま
す
。

● 

阿
部（
冨
永
）智
代
美
さ
ん

[

95]〔
東
工
〕大
阪
府
交
野
市

い
つ
も
、
ハ
ウ
ス
食
品
を
愛
用
し
て
い
ま

す
。
特
に
カ
レ
ー
は
一
番
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

昨年6月、初めて行われた研究所企画の「一樹の会」に参加。当日は、
どのようななつかしい顔ぶれにお会いできるか、期待と少し緊
張した思いで千葉研究センターに向かいました。受付で笑顔で
迎えていただいた後は、「わぁ～っ、久しぶり！」と歓声の連続。
所内の見学では懐かしの機器達とも再会できました。単独の部
門だけにこぢんまりとした会でしたが、むしろそれが出席され
た皆さんとの距離感をなくし、心和むひとときを過ごせました。
お世話をしていただいた皆さんに感謝し、また今後もこのよう
な機会を通じた多くの方との再会を楽しみにしています。

小川（深谷）美季さん[87]〔研〕東京都中野区

距離感のないことが心和む会に

● 

森
神（
堀
内
）裕
子
さ
ん

[

96]〔
大
本
〕奈
良
県
香
芝
市

転
勤
で
は
な
い
で
す
が
、
2
0
1
4
年
12

月
に
、
結
婚
し
て
3
回
目
の
引
っ
越
し
を

し
ま
し
た
。
5
人
家
族
の
荷
物
は
大
量
す

ぎ
て
、
大
変
で
し
た
。「
き
ず
な
」の
永
年

勤
続
表
彰
の
方
々
の
中
か
ら
、
知
っ
て
い

る
方
の
お
顔
を
見
つ
け
る
と
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。

● 

大
野
留
美
子
さ
ん

[

98]〔
福
支
〕福
岡
県
北
九
州
市

会
社
を
立
ち
上
げ
、
昨
年
3
月
2
日
で
10

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
組

織
変
更
も
あ
り
会
長
に
な
り
ま
し
た
が
現

場
を
外
れ
、
戸
惑
う
毎
日
で
す
。
エ
リ
ア

「
一
樹
の
会
」に
は
ま
だ
参
加
し
た
こ
と
が

な
い
の
で
、
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

● 

小
川（
松
山
）恵
美
さ
ん

[

98]〔
奈
〕大
分
県
大
分
市

ハ
ウ
ス
食
品
の
新
商
品
を
見
つ
け
る
と
、

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
特
に
カ
レ
ー
は
大
人

も
子
供
も
大
好
き
で
す
。
ハ
ウ
ス
食
品
の

西
大
寺
寮
で
は
日
曜
日
の
夕
食
は
カ
レ
ー

だ
っ
た
な
〜
と
、
思
い
出
し
ま
す
。

● 

下
村
美
鈴
さ
ん

[

05]〔
イ
〕大
阪
府
四
條
畷
市

イ
デ
ア
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
閉
所
と
と
も
に

ハ
ウ
ス
食
品
を
退
社
し
て
2
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
主
人
は
今
で
も
福
利
厚
生
施
設
を

利
用
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
残
念
が
っ

て
い
ま
す
。
退
社
し
て
も
こ
の
よ
う
に「
き

ず
な
」を
送
っ
て
い
た
だ
き
大
変
う
れ
し
く

あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
T
V
な
ど

で
ハ
ウ
ス
食
品
の
C
M
を
見
た
り
、
新
商

品
の
ヒ
ッ
ト
情
報
を
聞
く
と
退
社
し
た
と

は
い
え
う
れ
し
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左から高田麻由美さん、田中（安井）稚絵さん、大橋（重田）幸代さん、小川（深谷）
美季さん（現在、品質保証統括部勤務）
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きずな44号の表紙は大分県の「くじゅう花の公園」です。大分市にお住まいのOG、安道（佐藤）さんをご紹介します。

研究所時代の白衣、今は看護師で元気にがんばっています　安道（佐藤）智鳥さん　［72］〔研〕大分県大分市
　1972年入社の同期の皆さん、笑顔で還暦を迎えられましたか？
私は、ハウス食品を退職後、故郷の大分市に住んでいます。表
紙の久住高原近くにある長湯温泉は実家の竹田市から近く、日
本一の炭酸泉です。竹田市には療養に温泉が使える「温泉療
養保健制度」があり日本初の試みです。
　さて、会社を辞めていろんな出来事がありましたが、毎年夏
になると「日航機墜落事故」で突然亡くなられた浦上社長（当時）
を思い出して心が痛みます。長い人生も振り返ると、さまざまな
出来事が一瞬で過ぎ去ったように思えます。しかし、誰もが確
実に年を重ねています。
　そんな私は今、故郷でハウス食品の研究所にいたときのよう

に白衣を着て、看護師として働いています。職場は
産婦人科で日々 生命の誕生に立ち会い、たくさん
の出会いに喜び、生きる力を感じながらがんばっ
ています。最近は、ハウス食品のテレビCMを見
ると大きく成長した会社に勤務していたことを誇り
に思い、先輩・仲間との仕事やレクリエーション
など楽しかったことを思い出します。先輩や同期
の皆さん、心と体を癒しに温泉県・大分にお出
かけください。爽やかな青春の香りの大分の名
産カボスとともにお待ちしています。

に白衣を着て、看護師として働いています。職場は
産婦人科で日々 生命の誕生に立ち会い、たくさん
の出会いに喜び、生きる力を感じながらがんばっ
ています。最近は、ハウス食品のテレビCMを見
ると大きく成長した会社に勤務していたことを誇り
に思い、先輩・仲間との仕事やレクリエーション
など楽しかったことを思い出します。先輩や同期
の皆さん、心と体を癒しに温泉県・大分にお出
かけください。爽やかな青春の香りの大分の名

産婦人科で働く安道さん

ハウス食品企業年金基金　TEL：06-6788-9201

研究所時代の白衣、今は看護師で元気にがんばっています　

表紙の風景
と

OB・OG

朝倉良榮さん [83]〔 イ 〕 奈良県生駒市
浅野直美さん [87]〔東本〕 東京都渋谷区
荒井（斉田）寿子さん [94]〔 仙 〕 兵庫県西宮市
井筒（黒田）恭子さん [99]〔 名 〕 東京都墨田区
井上（林）奈穂さん [92]〔福工〕 福島県福島市
大沼（中川）敏江さん [78]〔関工〕 福島県西白河郡
奥西由香さん [93]〔 奈 〕 京都府京都市
小野（久保田）紀子さん [76]〔関工〕 栃木県足利市
川崎（長田）亜紀さん [94]〔大支〕 東京都練馬区
葛生（須藤）文江さん [73]〔関工〕 栃木県栃木市
葛生（中島）愛実さん [94]〔関工〕 栃木県栃木市
國保和巳さん [79]〔H A〕 福岡県北九州市
小島（前田）美里さん [99]〔大本〕 東京都荒川区
紺谷（平井）絵理子さん [98]〔大本〕 愛知県知多郡

左近（木村）公美さん [87]〔大支〕 大阪府大阪市
竹田史治さん [74]〔大本〕 兵庫県西宮市
玉森（松田）祥世さん [93]〔 研 〕 埼玉県さいたま市
恒﨑明美さん [92]〔福支〕 熊本県熊本市
富樫（會田）英里奈さん [98]〔 仙 〕 大阪府豊中市
冨田（富田）和子さん [64]〔 奈 〕 鳥取県米子市
鳥居（佐藤）久枝さん [93]〔 奈 〕 大阪府高槻市
中山（奈良）悦子さん [76]〔関工〕 神奈川県横浜市
浜田（金丸）智恵子さん [78]〔福工〕 大阪府東大阪市
平田（工藤）富士子さん [82]〔関工〕 青森県北津軽郡
三浦（池田）祐子さん [95]〔 広 〕 岡山県倉敷市
三苫（松﨑）朋子さん [94]〔福工〕 福岡県粕屋郡
宮奥（芦田）小百合さん [83]〔 研 〕 千葉県千葉市
村岡昇さん [74]〔 名 〕 山口県宇部市

引っ越しの連絡や情報のお便りをいただいた皆さん（アイウエオ順）

ハウス食品企業年金基金からのお知らせ

OB・OG会にハウス製品を
ご提供させていただきます

会の大小を問わずOB・OG会を開催される皆様は、メールや
お電話で開催日と人数、お届け先の住所をご連絡ください。ハウス
製品をご提供させていただきます。OB・OG会の様子を撮影した
写真やコメントを次号の「きずな」に掲載させていただきます。

〒577-8520 東大阪市御厨栄町1－5－7
ハウス食品人事総務部　TEL：06-6788-9201
kizuna@housefoods.co.jp
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　OB・OGの皆さんお元気ですか。
　さて、工場50年の歴史を振り返りますと、爆発的
にヒットした「バーモントカレー」の生産拠点として
生まれた奈良工場は、プリン工場、純カレー工場、
ねりスパイス工場、ラーメン工場、スナック工場と、
次々に新プラントが建設され、その後、建物はその
ままで生産ラインのみをラーメン工場は「粉体統
合ライン」へ、スナック工場は「六甲のおいしい水ラ
イン」や東大阪工場から移管した「スパイスライン」
に変貌を遂げました。
　言い換えますと、前半の25年は社の成長ととも
に新たな製品群に対応する工場が生まれ、後半の

25年は更なる飛躍のため、製品とそのプラント自
体が新たなプラントへと生まれ変わってきたように
感じます。そして、それを支えて来たのは諸先輩が
培ったものづくりの知恵であり、熱いチャレンジ精
神でありました。
　50年、節目とはいえ通過点です。次の50年、さ
らにその先においても奈良工場が『やりがい』と
『たのしさ』を実感できる工場であり続けるために、
全員で今すべきことを『考え』共に行動していきた
いと考えています。次の50年にチャレンジする奈
良工場への応援をお願いいたします。

◀カレールウプラント
ハウス食品のブランド製品である
ルウカレーを生産しているプラン
トです。家庭用と業務用製品を合
わせて、30品種のルウカレーを生
産する大型プラントです

◀運営課
資材の調整や生産
計画を立案、関連
部署と調整し工場
の円滑な運営を目
指しています

▲奈良工場外観

▲「がんばろう会」で50周年記念企画を実施
広報・IR部からの提案で「50年です、奈良工場」というオリ
ジナル曲を作り、それに合わせて工場メンバーが踊る動
画も撮影しました。工場の方針である「やりがい」と「たの
しさ」を実感する企画として、1年前からタスクを組み
2016年1月の「がんばろう会」で披露され、大いに盛り上
がりました

▲ひがしおおさかプラント
このプラントは2011年11月に東大阪工場から奈良
工場に生産拠点移管となり5年目になります。和風
スパイスや洋風スパイス、「パパン」などを大瓶、小
瓶、缶、袋など包装形態を変えて生産できるプラン
トです

品質課は原料やお客様へお届けす
る製品の品質管理を軸に、国際的な
品質マネジメントシステムに沿って
安全・安心を支える業務を行ってい
ます。情報収集を兼ねて製造現場に
足を運ぶように心掛けています。

お
元
気
で
す
か
、奈
良
工
場
で
す
。

次の50年に向けて！

ハウス食品　奈良工場長
檜尾 和正さん
（2016年4月1日付任命）

品質課チームマネージャー
中森 真紀子さん

奈良工場で働き続けて35年、昨年
業務課に異動になりました。“縁の下
の力持ち”として製造課の皆さんが
気持よく働けるように日々サポート
しています。

業務課長
江川 正直さん（2015年12月取材時の職責）

1966年6月9日に竣工した奈良工場（当時は郡
山工場）は、今年、操業50周年を迎えます。ハウ
ス食品にとって初めてのオートメーション工場
であり、カレーやデザート、グラタンを製造する
基幹工場として大きな役割を果たしてきまし
た。奈良工場長の檜尾さんからのメッセージと
ともに、長年にわたり奈良工場で仕事をされて
いるお二人のコメントをご紹介します。

奈良工場を
ご紹介します！

安全・安心
第一 ！

マサナオ




